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第1章　 緒 言

戦後,占 領軍進駐滞留 に より,風 俗習慣な

どにたいす る劃期的影響は 日本 女性 におけ る

服飾美容の点にお いて隔世の感 なきを得ない

ほどの変革を もた らした.ま た生活を科学す

ることが呼ばれ るよ うにな り,化 粧は じゆ う

らいのように糊塗す るのみ の化粧法がいかに

不自然であ り,か つ美の感覚か ら遠 く離れて

いるかを知るようになつた.現 今の化粧(美

容)の 観念は,肌 その もの ゝ健康を内か ら保

ち,化 粧料は この 自然の健 康美を外界の刺戟

から守る とゝもに個人の欠点を補 うもの とし

て用いるもの と考え られ るよ うになつ てきた.

一般の状況に呼応す るように化粧料製造界の

進歩 もまた躍進的であつて 目ま ぐるしいぼ ど

に新製品を発売 してい る,し か も美容へ進出

する皮膚科の影響に よつ て化粧料は医学的効

果を うた うよ うにな り,各 化粧品製造会社は

競つて多種多様 の化粧料の製造をあえてな し,

いまや化粧料 と医薬品の区別は困難にな りつ

ゝあ る.か ゝる状 勢 の も とに おか れ た 女性 は

各種化 粧品 の なか よ り,そ の真 に優 良な る も

の ゝ操 択 に迷わ され,使 用 方法 の あ や ま りに

よ り,あ るい は粗製 品 に よつ て予想 外 の 被害

を受け る こ とが あ る.

化粧 品 は使用 され る時 間 が はな は だ長 いた

めに皮膚 に お よぼ す影 響 は きわ め て大 きい と

考え られ る.米 国 に お いて は1938年 にFede

ral Food Drug and Cosmetic Actが 成立 し,

化粧品 のなか ゝら有 害 な もの が取 り除か れ る

よ うになつた.さ らにFood and Drug Admi

nistrationは 化 粧品の内容,商 標 の間違 いな

どについて検査を行い, Federal Trade Com

misionは その広告を取締つている.米 国医師

会 もまたこれに提携 してその弊害の除 去に協

力 してい る.日 本においては米国のご とき検

査取締 りの機関がほ とん どない.そ れゆ えに

化粧品は昔の ように 「おんな子供だ まし」 的

な ものが横行 し,「 だ まして売 る」 式の もの

が多い と小堀氏は述べている.

さきに述べたご とく現在発売 されている化

粧料はたんなる化粧用の ものは少 くて,化 粧

品のなかに種々の薬剤を混 じて,皮 膚の清浄

收歛,血 液循環促進,化 膿防止,漂 白剥離,

紫外線 予防 など特殊の薬 効を示しているもの

がはなはだ多い,し か し製品に含 まれ る薬品

の組成に より,そ の特殊の薬効を発揮 し うる

もの と発揮 しえず してかえつて皮膚に悪影響

をお よぼす ものがあ る.こ の影響は該化粧料

を使用す る者の個人差に もよるが,製 品に含

まれ る薬剤 のプ ロセン トが必要以上に高率の

場合 は,美 を希いなが ら反対の結果を まね く

ものであ る.す なわち化粧品使用によつ て特

殊の顔面皮膚疾患をお こし,あ るいは既存の

皮膚疾患を増悪な らしめ る場合があ る.し か

して組成の ことなる化粧品の特異性(真 価)

を研究す るにあた り,ま つその化粧品を もつ

て貼布試験を行 い該品の皮膚局所の反応 をみ

ることが もつ とも緊要であ る.本 編は この貼

布試験につ いてのべ る.

註:わ れわれは化粧品を よ くす るため,す
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なわち化粧品の正 しい発達 をせつに願 うため

に本研究をあえて行つた ものであつて,け つ

して化粧品の販路を防害す るためになす もの

でない ことを附言す る.

第2章　 実験材科および実験方法

石医院に来院 した各種の皮膚病患者ならび

に健康者(計22名)の 顔面皮膚 の健康局部に

Jadassohnの 方法にならい洗顔パスタRosett

を もつて貼布試験を行つて48時 間後の遅発反

応 に より成績を判定 した.

第3章　 実 験 例

第1項　 化粧品 の新聞告広瀕度

如何に優良な製品であつて もこれ を広告宣

伝 し,ひ ろ く大衆 に知 らしめなけれぼ該品の

販路を拡張す ることは困難である.し か して

広告宣伝 の効果は新聞広告に よるものほ ど大

な るものはない.わ れわれは昭和28年6月 よ

り約1ケ 月間にわた り,毎 日新聞,山 陽 新聞

掲載の各種化粧品の広告の統計的観察を行つ

た.そ の結果 もつ と も広告瀕度の 高 い の は

Rosettで, 1ケ 月間21回,つ いで 高い も

のは黒龍で10回,白 精は8回,マ ダムジュジ

ー,明 色 アス トリンゼンは各7回, 6回 であ

り,ク ラブ ビファス トリンゼン,ピ アスフロ

ー ラー,ク ラブ美 男 ク リー ム,は 何 れ も5回,

クラ ブ ロー シ ョン,ウ テ ナ ア ス トリンゼ ン ト

は と もに4回 以下,回 数 が 少 い ものは省 略す

るが, Rosettの 新 聞広 告 に お け る回数 が最

高で あ る と ころ か ら本 品 は 最 も広 く大衆 に知

られ て い る と考 え る.

第1図　 昭和26年6月 より向 う1ケ 月間の化粧品

広告回数(毎 日新聞,山 陽新聞掲載)

Rosettを 貼 布 試 験 の主 要材 料 として用 いた

ゆ えん もこの た めに あ るが,し か しそれ よ り

も重 要 な るは該 品使 用 に よつ てAcne cosme

tcaを 惹起 して 当院 を 訪 れ る者 を相 等数 に見

たた めで あ る.

参考 の ため にRosettの 効能 と使 用法お よ

び 有効 成分 を紹 介す る と下 記 の如 し.

効 能:に きび,吹 出物,あ せ も,田 虫,し

ら くも,は たけ,湿 疹,済 癬,皮 膚 炎,陽 焼

け,た ゞれ,色 素沈 着 斑,そ ば かす,ふ け,

かゆ み,し み,あ ぶ ら顔,さ め肌,荒 れ 肌,

皮脂漏,皮 膚 の 老化,小 皺.

使 用 法:約1g程 を顔 面 に少 し厚 目に塗 り,

それ か ら10分 以 内 に湯 か 水 で泡 立 て 洗 い落

す.

有 効成 分:コ ロ イ ド硫 黄,パ ン トテ ン酸 カ

ル シ ウム塩,硼 酸,ア ク リ ノール,ス テア リ

ン酸,局 方加 里 石鹸,ロ ー ズ油.

以 上,詳 細 な説明 は省 く.

第2項　 Acne cosmeticaを 併発 した

Acne vulgaris患 者のRosett

貼 布 試験 成績

a)　 初診 時,年 令,職 業 お よびAene

 cosmeiaに つ い て(第1表 参照).

初診 時 の季節 は 夏期(6月 ～7月)4例,

秋期 よ り冬期(9月 ～11月)5例,そ の他3

月, 1月, 2月 各1例 で あつ た.

年令 は18才 ～26才 にわ た り,そ の うち20才

～22才 にお け る年 令 層の者 が10例 を 占めて

最 も多 数 で あつ た.全 症 例 と も未婚 の もので,

事 務 員が7例 を 占 め てい た.全 例 に お い て

Acne vulgarisの ほ か に特 異 な発 疹,す なわ

ち毛嚢 性 の麻 実 大以 下 の小 丘疹 を み とめ,そ

れはAcne vulgarisの よ うに 頂 点 に 化 膿症

状 が な く,炎 症 々状 は著 し くな く, roter Hof

を併 わ ぬ,Comedoも 認 め られ ない よ うな 発

疹 で あ る.こ れ は 桜 根 氏 の い わ ゆ るAcne
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cosmeticaに 相 当す る もの で あ る.

第1表　 化 粧 品 の 使 用 でAcne cosmeticaを 併 発 したAcne Vulgaris

患 者 の ロ ゼ ッ ト貼 布 試 験

b)　 Rosett以 外 の他 の化 粧品 の貼 布 試験

1.明 色Cleansing, 2 . Fresh-Lemon cream

 3. Utena cleansing, 4. 泉 の源, 5. Juju

Foundation . 6,質 生 堂Coldeream, 7. Zotos

cold cream, 8. Molly wood, 9. Milky, 10.

 葉 緑 素 栄 養 ア ス トリ ンゼ ン な ど10腫 類 の

Creamを 用 いて行 つ た 貼 布 試 験 の48間 後 に

おけ る成績 は いず れ も陰性 で あつ た.

c)　 Rosett貼 布試 験 成績 に つ い て.

Acne vulgarisにAcne cosmeticaを 併発 し

てい る既 述 の患 者11例 にた い してRosettの

貼布試験 を行 つ た結 果 は,全 症例 にわ た り貼

布局所の 全局 面 あ るい は貼 布局 所 よ り広 範囲

にわたつ て発赤,腫 張 して い る.ま た小 水庖

もみ とめ られ る.そ の程 度 に よつ てた ん に発

赤,腫 張 をみ とめ る場 合 は(+),こ れ に加 わ

るに小 水庖 を併 発 した もの をそ の 程 度に よつ

て(〓),(〓)と し,き わ め て多数 の 水庖 を

全局部 にわ たつ て み とめ る もの を(〓)と し

た.こ れ等小 水 庖 は やが て 自潰 して糜 爛 面 を

示す.

上記陽性 の程 度 は第4表 に示 す ご と く(〓)

以上の ものが は るかに 多 い.こ こに定型 的 な

(〓)の 例 を図 示 す る と次 の ご とき もの で あ る.

d)　 Rosettを1ケ 月ない し2ケ 月間 にわ た

つて使 用 した後 の症状

a)　 に記 載 したAcne cosmetieaを 発 生 し

てい る ものに 丘疹,小 水 庖 な どをみ とめ,自

覚 的 には 熱感,〓 痒感 お よび 軽 度の疼 痛 を訴

え る.こ れ ら患者 よ り化 粧品 使 用に よ る既往

歴を し らべ,そ の うちのRosettに 関係 の あ

る手 記 を一 部 引用 す る と,

第4例.ロ ゼ ッ トを使 用 して よ り発 疹増 悪.

第1例.Rosettを2ケ 月間使 用 した ところ

が 発疹 が 増悪 した.

第2例　 Rosettを 約1ケ 月間 使 用 した るに,

顔 面 皮膚 の 熱感 と緊張 感 を覚 え る よ うに な り,

Aene vulyrarisは 軽快 もしなけ れ ば 増悪 もみ
し

られなかつた(二 個使用せ り).

第11例: Rosettを2週 間使用 した.当 初は

皮膚に対す る影響は自覚 お よび他覚的 ともに

み られなかつたが4日 ないし5日 間連続使 用

した ところ,赤 色 の丘疹をみ とめ るようにな

つたために使用を中止 した.

第10例　 Rosettを 使用 して より顔面の熱感

と〓痒を覚え,丘 疹が増加 した.
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第3例　 Rosettを1ケ 月間 使用 した るに,

赤 色 の 丘疹 と蟻 走感 を 覚 え る よ うに なつ た.

第7例:　 Rosettを 朝,タ2回, 2ケ 月間使

用 した るに,使 用後 の 気持 は爽快 で あ るが,

顔 面 に紅 色 丘疹,鱗 屑 を生 じ軽 度 の発 赤 を伴

つ て化 粧 をす る と皮疹 は増悪 の傾 向 を示す .

e)　 Acne cosmdicaは 如何 な る化 粧 品 に よ

つ て 惹起 され たか .

d)　 にお い て 述べ た ご と くRosettを1ケ

月ない し2ケ 月間使 用 した後 に患 者 の訴 え る

自覚的 症状(〓 痒 感,熱 感,疼 痛)お よび他

覚 的症 状(丘 疹,小 水 庖)とRosettの 貼布

試験 成績 を併 せ て考察 す る と,こ れ ら患者に

おけ るAcne cosmeticaは 該 品 に よつ て 惹起

され た もの で あろ う.

第3項　 Rosettを 使 用 せ ざ る他 疾患患 者に

おけ るRosett貼 布試 験成績.

(第2表 参照)

第2表　 ロゼ ッ トを使用せ ざる他種皮膚疾患々者の ロゼ ット貼布試験

第2項 の貼布試験成績にたい して確証を得

るために本実験を行つた.症 例 は多形滲出性

紅斑1例,頑 癬1例,円 形脱 毛症1例,湿 疹

4例,総 計7例 にたいしてRosettの 貼布試

験 を行 つた結果,全 例 にわたつて陽性(+～

〓)の 成績 をみ とめた.と くに湿疹におけ る

4例 は(〓 ～〓)で あつた.各 例 とも第2表

に しめすご とく貼布局所は発赤腫張のほかに

小 水庖 を生 じ,患 者 は〓痒 感 な ど を も訴 え

る.

なおDoris Mayaの 貼 布試 験が(+)を 示

した例 にお け るRosettの 反 応 は(〓)で あつ

た.

第4項　 Rosettを 使用 せ ざ る健 康者 に

け るRosett貼 布試 験成績

第2項 の貼 布 成績 の確 証 を得 るた めに本試

験 を行つた.第3表 において しめす ご とく健

康者4例 の顔面にRosettを 貼布 した ところ

各例 において陽性(〓 以上)の 成績を得 た.

第1表 の諸例の よ うに貼布局所に発赤,腫 脹,

小 水庖をみ とめ,自 覚的には熱感,〓 痒のほ

か疼痛を訴えた.

第3表　 ロゼ ッ トを使用せざる健康人のロゼ ット貼布試験

Rosett貼 布後,約2ケ 月を経てかつての貼

布局所の発赤な ど諸症状が完全に消退 したあ

とにきわめて軽度であ るが皮膚色素脱出をみ

とめた例があつた.こ れは本品 の漂白料 とし

ての効果によるもの と思 う,本 品 を10分 間あ

よび20分 間貼布試験を行つたが,そ の成績
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(迅速反応)に おいて も軽度に陽性 の反応 を

示した.よ つてご く短時間の使 用で も刺戟が

ある本品は顔面皮膚の漂 白を招来す るまでの

使用には到底たえ られない の で は な か ろ う

か.こ れは本品の最大の欠点 とい うべ きで あ

り,こ の点を改良す るとき化粧料 としての価

値は一層高 くな るもの と思われ る.

註:わ れわれの行つた本実験方法は,し ゆ

として遅発反応を採用 している(第2章 参照) .

しかし遅発反応 と迅速反応 はかな り一致 した

関係があ り,鳥 居氏がのべてい るご とく一方

が陽性に出る とき,強 弱 の差はあろ うとも他

方も陽性に出やすい ものであ る.

第4章　 考 按

第1項　 化粧品 と尋常性〓瘡 の増悪

中村氏は粗悪な化粧 用 クリームの使用に よ

り面皰様皮疹(人 工性座 瘡)の 発 生せ るを報

告し,ま た化粧品が尋常性〓瘡の外 因の一部

となる事はDexterも 述 べているところであ

り.横 山,籏 野氏 らも美容上皮膚洗滌の適切

でない ときには皮膚が刺戟 され,皮 膚温の上

昇および皮脂 の分泌が さかんにな る結果,既

存の尋常性〓瘡が悪化す るといつてい る.

われわれの示 した第1表 の症例1お よび症

例4に おけ る発疹の増悪はおそ ら くこのため

と考える.

第2項　 化粧品に よる皮膚疾患について,

化粧品によつて惹起 され る皮膚病変は じば

しば見られ るがあ ま り顧慮 されてはいない,

したがつてこれに関す る文献 も多 くはない.

田中氏は昭和24年 か ら28年 の4年 間にわた

り久留米医大皮膚科を訪れた しゆ として化粧

料によると思われ る女子内眥 角部お よび眼瞼

に好発す る皮膚炎63例 を報告 し,そ れ等は古

賀,栗 原,青 島氏 らの症例に一致 していると

附言している.

今世紀のは じめ,す でに皮膚漂 白作用を有

するといわれた薬物(蒼 鉛,水 銀な ど)を 混

入した化粧品 によつ て惹起 され る といわれた

感作皮膚炎のほかに,最 近 になつて外来を訪

れる患者において化粧品に よつて発生 した顔

面湿疹,ま たは口紅の色素によつて起つた口

唇炎を相等多数 に見 うけ る,ま た戦争中か ら

戦後にかけ て発売せ られた粗悪な化粧料(コ

ール ドクリーム)に よつて発生 した女子顔面

黒皮症および リール氏黒皮症を しぼ しば見 う

けた.桜 根,宮 垣氏は化粧品に よる皮膚障碍

に関す る研究 においてコール ドお よびバニシ

ングク リームによつて起つた女子顔面黒皮症

の3例,顔 面急性 皮膚炎お よび美顔性〓瘡の

各2例 を報告 しているが,わ れわれの症例 も

両氏の云 う後者に一致す る所見を示 していた.

これは広義に解すれぼ片岡氏のゆ う人工〓瘡,

または須賀氏の職業性〓瘡の一種 とみ るべ き

であろ う.

第3項　 Acne cosmeticaに ついて.

しゆ として第1表 掲載の症例 について考察

す る.

a)　 年令:桜 根,宮 垣両氏に よる と化粧品

によつ て起 る年令は20才 か ら30才 台の もの

に最 も多数 にみ られ る.田 中氏がその発生に

化粧料 を重視 してい るところの女子内眥角部

お よび眼瞼に好発す る皮膚炎は20才 ないし24

才に多 い とゆ う,わ れわれの場合 も20才 か ら

22才 の年令において最 も多 く見 られ諸氏の場

合 とほぼ同 じ年令の ものが高率に侵 され てい

た.こ れは化粧品を最 も瀕回に使用す る年令

にあたつていて当然の ことゝいわねぼな らな

い.

b)　 季節 との関係:田 中氏は化粧品 に よる

と思 われ る皮膚 炎は個体の変調あ るいは失調

を起 し易い気候 の変 り目や寒冷期(11月 か ら

4月 にかけ て)に 多 く見 られ る と報告 してい

る.桜 根,宮 垣両氏に よる と患者の来訪す る

は5月 と10月 が最 も多数である と云 うが,わ

れわれの場合は気候の変 り目,す なわち10月

か ら11月 と夏 季の6月 か ら7月 にかけて多数

に認めた,こ れは一般 の皮膚疾患 の多発 ある

いは増悪する季節に一致す るものであ る.

c)　 経過 日数 桜根,宮 垣両氏は化粧品に

よる皮膚障碍は色素の沈着を示 してい るのは

使用後長時 日を経た(最 長は365日)も の と

し,急 性皮膚の症状を呈す るものあるいは〓
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瘡様小丘疹を発生す るのは化粧品 を使用後短

期間(早 やい場合は2日)後 の ものであ ると

してお ゝよそ この2つ の傾向を示す と述べて

いる.わ れわれの場合は同氏 らの急性 型に属

せ しめ られ るもので化粧料使用後1ケ 月ない

し2ケ 月後に発生を見た ものである.

d)　 卵巣機能 との関係:田 中氏は化粧品に

よる皮膚炎の63例 中7例(11%)(末 婚6例,

既婚1例)に 月経不順をみ とめた と述べてい

る.わ れわれの症例は11例 中末婚者10例,

既婚者1例 であつ た.そ の うち月経不順の者

は2例(18%)で あつたが,月 経正常 な皮膚

病患者 な らびに健 康人におけ る貼布試験の結

果(第2表 お よび3表 参照)は 陽性反応を示

した.小 数例 を もつて両者の関係を結論する

は早計の ようであ るが,わ れわれは卵巣機能

と化粧料 による皮膚炎は何等関係ない もの と

考 える.ま た本試験の対照 となつた症例にお

いて臨床検査上植物神経系統の異常,胃 腸,

肝腎障 碍などはみ とめ られなかつたので本症

は これ らとも無関係に発生 した もの と考え る.

またAllergieと も一定 の関係は見出せないが,

第2表 の湿疹患者におけ る貼布試験が強 く陽

性 に顕われたのは個体が不安定な1種 の準備

状能に あ りた るた めに 該化粧 品 がAllergen

として顔面皮膚 によ り強 く作用 した もの と考

え る.

e)　 Acne cosmticaの 発生機転

本症の発生に化粧品が刺戟 とな るこ とは明

らかであ る.毛 孔には化粧判が貯溜 し,貯 溜

した ものは長時間にわた りて化学的また物理

的に皮膚 を刺戟す る.た めに〓痒等の不快感

を招 き患者 は手指にて局所を掻 いた り擦過 し,

この場合の機械的刺戟が化学的刺戟をさらに

助 長 してAcne eosmeticaを 惹起する結果 と

な る.す なわちAcne Cosmeticaは 皮脂漏に

これ ら特殊な刺戟が加わつ て発生 した もので,

本症には尋常性〓瘡の ように内分泌障碍や胃

腸障碍な どを必要 としない.

さて本化粧品に よる刺戟がその含有成分中

のいつれに依 るかは各々の含有率を詳かにし

得ないので決定は出来 ないが,そ の品質ある

いは含有量に よつ ては比較的易 く皮膚に刺戟

的に働 くと思われる ものに硫黄,ア クリノー

ル,加 里石鹸お よび ローズ油があげ られる,

しか し本品のみな らず皮膚の漂白を主 目的 と

す る化粧料では これ ら薬品の混入は考えられ

ることであ り,従 つ て他種化粧料 よ りその刺

戟性 も強 くなるは当然で もあるが,た だ使用

者各人が これらの点 を考慮 してその適 当量を,

適宣の間隔 を もつ て使用 し,刺 戟症状があら

われ るようなれば早期 に使用 を中止する等注

意 して用いるなれぼ本品に よる皮膚病変 もま

た末然 にあるいは軽症 にて経過す るもの と考

える.

第5章　 結 論

1)　Rosettを 長期に使用せ るAcne vulgaris

の患者にAcne cosmeticaの 併発を認めた.

2)　 これ らの患者11例 と2, 3の 他種皮膚

病患者7例 ならびに健 康人4例 について各種

の化粧料の貼布試験 を行つた.

3)　 洗洗 パスタRosettに おける貼布試験

は迅速反応,遅 発反応 とも全症例において他

の化粧品にみ られないよ うな強い陽性を示 し

た.

4)　 よつてRosettは はなは だ強い刺戟を

示す洗顔化粧料 と云 え,長 期にわた る連用は

さ くべ きで,一 定の体止期を置 くな どその使

用方法に考慮を加え るべ きであ る.

(擱筆するにあたり御懇篤なる御指導御校閲を賜

わりし恩師根岸敎授に衷心より感謝の意を捧げます)
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